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今年の桜の開花は3月17日に福岡から始まり、東日本でも平年よりも早い開花となっています。今年も昨年に続き何処の桜の名所も静かなお花見となっています。3月21日に「まん延防止等重点措置」がすべて解除されましたが、新型コロナウイルスの新規感染者数が横ばいから増加に転じる傾向にあります。
まだまだ、新型コロナウイルスの感染の拡大が心配されるところですが、皆様方も更に感染対策を十分に行いお身体に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。
（事務局広報部）
ニュースの主な内容
■研修部だより

前回の報告では、情報交換会を兼ねた支部研修会を年度内に開催する予定で取り組む旨をお伝えいたしましたが、オミクロンの影響がなかなか解消されず情報交換会の開催は無理ということと、3月は年度末手続き等による繁忙時期と重なるなどの理由により、講師候補者の都合がつかず講師選定が時間切れとなってしまいました。（延期については2/5幹事会で了承）
上記の理由により、第126回研修会の開催が更に延期になったことをお詫びいたします。

なお、次回（第126回支部研修会）の講演（２テーマ）で調整しているところです。。

講演テーマ１　「建設業のリスクアセスメント概要、安全パトロ－ル」　「田中正司講師」

講演テーマ２　「脱炭素エネルギー社会の確立におもうこと」「井上順次講師」

（森玄正研修部長）
■事務局だより

（１）令和3年度第3回臨時幹事会（Web）が令和4年1月23日（日）にリモート会議方式で開催されました。
    ①支部長報告
・コロナの影響を避けるということで支部長候補、監事候補の投票の開票をリモート形式でやれないかということについて相談したく、本日の臨時幹事会を開催しました。
　　 ・本幹事会の結果、次期支部長候補と監事候補の投票の開票はリモート形式ということで決定いたしました。　
     ・南関東ブロックから本部役員への３名推薦という内容をお伝えしましたが、今回は
埼玉支部については役員枠がありませんでした。ただ、千葉支部の役員候補が不在
ということもあり、森さんを推薦することとしました。
（２）令和3年度第2回幹事会（Web）が令和4年2月5日（土）にリモート会議方式で開
催されました。
①事業部会報告
・研修部より現在は令和３年度第2回臨時幹事会（R2.12.11）で確認された状況のままです。（コロナにより見学研修、外部講師による研修の中断）
ただし、4/末頃にリモート形式による支部研修のみ実施予定です。
 ・業務部より今年度の支部事務所相談件数：（2月4日現在）13件（前年同期：11件）　　　　
 ・総務部より新規会員へのオリエンテーションを2/15に実施予定
 ・広報部よりSSHCONニュース77号を1月20日発行
 ・会計部より12月末時点での会計報告　 
　　②審議事項
・支部長候補、監事候補　選挙結果に関して
用紙配布33通、回収27通

開票結果
支部長候補：中澤富夫
監事候補：赤 木　勝、正源司　均
支部長、監事の候補者は支部総会をもって確定となります。
（３）令和3年度第３回臨時幹事会（Web）が令和4年3月27日（日）にリモート会議方式
で開催されました。
①事業部会報告
　・研修部より第126回研修会を以下のとおり計画しています。
　　　　日程：2022年4月23日（土曜日）14：00～16：00＜リモート形式＞
　　　　テーマと講師：
「建設業のリスクアセスメント概要と安全パトロール」田中正司講師
「テーマについては現在、調整中です」井上順次講師
　・業務部より今年度の支部事務所相談件数：（3月25日現在）14件（前年同期：15件）
現在コロナのため中止している支部事務所当番は、4月4日（月）より再開予定

②審議事項
　　・埼玉県健康づくり事業団との添付の協定に関して
作業環境測定及び健康診断等業務委託に関する協定書(案)が承認された。 
　　　　　　2022年5月14日（日）14:00～
（４）埼玉労働局長他よりの支部長周知・要請の依頼等
　　・支部事務所の机上の「供覧ファイル」に綴ってあります。
　　
■皆様方からの寄稿・情報など
・アスファルト工場のミキサーで男性2人死亡　メンテナンス中に稼働か
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1/9(日) 18:58配信

ミキサーに人が閉じ込められる事故があった「多摩アスコン」の工場=2022年1月9日午後5時23分、東京都府中市四谷5丁目、朝日新聞社ヘリから、迫和義撮影


　9日午後2時ごろ、東京都府中市四谷5丁目のアスファルト製造会社「多摩アスコン」の工場から、「ミキサーの機械の中に2人が閉じ込められた」と119番通報があった。警視庁や東京消防庁によると、消防が救助活動を行ったが、40代男性と20代男性の死亡が確認された。府中署などによると、ミキサーはアスファルトの材料を混ぜるためのもので、2人はミキサーのメンテナンス作業中だったという。何らかの原因でミキサーが稼働し、2人が巻き込まれたという。多摩アスコンのホームページによると、同社は2016年設立。アスファルトの製造や販売などを主に行っている。
<コメント>
記事によると、“メンテナンス中”とのことです。

労働災害は、本来業務以外の非定常作業である「機械設備の点検、調整、注油、増締め、検査作業、清掃作業」といった作業中にも多く発生しています。
作業標準書や作業手順書等を作成し、これをもとに指導教育していくことが重要と思われます。

（石田亨支部長　情報提供）
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校舎工事で作業員転落し死亡　業者と管理者を書類送検【仙台】
1/19(水) 16:16配信

　２０２１年５月、仙台市の小学校校舎の建て替え工事現場で、作業員の男性が足場から転落し、死亡した事故で、仙台労働基準監督署は、安全な通路を設けていなかったとして、建設業者と安全管理者を書類送検しました。 　労働安全衛生法違反の疑いで書類送検されたのは、南三陸町志津川の「沼正工務店」と、現場の安全管理者の６０代男性です。この事故は２０２１年５月、仙台市の四郎丸小学校の校舎の建て替え工事現場で、コンクリートの型枠工事をしていた当時５２歳の男性作業員が足場から転落し、パイプの支柱で胸を打って死亡したものです。仙台労働基準監督署によりますと、男性作業員は、深さ１メートル２２センチの溝の上に渡した、２本の幅９センチの角材の上を歩いていました。このため、建設業者と現場の安全管理者が、法令で義務付けられている安全な通路の確保を怠った疑いがあるということです。
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・「男性が自殺したのはパワハラが原因」と労災認定　両親が会社と上司２人を相手に損害賠償求めて提訴
3/16(水) 18:37配信
上司のパワハラなどが自殺の原因と認定。自殺した男性の両親が会社と上司を提訴しました。 　デンソーの子会社「デンソーファシリティーズ」の当時３７歳の男性社員は２０２０年７月、岐阜県池田町の神社にとめた車の中で遺体で見つかりました。 　男性は２０１９年から２０２０年にかけて、直属の上司から「バカ」「辞めちまえ」などと叱責を受け、さらに１か月の残業時間が６０時間以上になるなど過重労働も重なり、うつ病を発症していました。 　刈谷労働基準監督署は、上司からのパワーハラスメントなどが自殺の原因として去年３月、労災認定していたことが分かりました。 　男性の両親は去年１２月、会社と当時の上司２人を相手に、約１億１５８１万円の損害賠償を求め、岐阜地方裁判所に提訴しました。 　会社側はＣＢＣの取材に「係争中のことなのでコメントできない」としています。

・渡良瀬遊水地のよし焼き　3月5日（土）
今年も渡良瀬遊水地のよし焼が行われました。にわかカメラマンはコロナの為、1/5程度でした。
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（安村英雄氏　情報提供）
・三県境
自宅の近く100m田んぼの中に三県境があります。昔は農業用水路でお米を運んだそうです。
河川改修工事で現在は遊水地の土砂で埋めて田んぼになっております。土日は大勢の人が北海
道、九州の車が来ています。
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（安村英雄氏　情報提供）
次号は令和4年7月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。


[image: image4.png]



・今回のSSHCONニュースに対するご感想・意見等をお寄せ下さい。


・みなさんがお持ちの情報、写真等で会員のみなさんに提供したいものがありましたら、連絡下さいますようお願い致します。
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